
    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考

特別史跡五稜郭跡復元整備事業費 572,500
Ｈ１７～２２ 概算総事業費 約２９億円　Ｈ２０ 奉行所復元整備 524,215千円  環境整備等 48,285千円（博物館五稜郭分館解体ほか）

Ｈ２２　奉行所庁舎供用開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

名勝旧岩船氏庭園（香雪園）環境整備事業費 41,200
H１６～２１　概算総事業費 約３億円　　Ｈ２０ 板倉保存修理 40,200千円，温室保存修理ほか 1,000千円　　

H１６～１８  園亭保存修理   Ｈ１９ 板倉保存修理，庭園遺構保存修理ほか　　　Ｈ２１ 温室保存修理ほか

遺跡発掘調査事業費（垣ノ島遺跡）　（南茅部）　 5,000
国内最大級馬蹄形盛土の内容把握のための発掘調査と遺物整理など

今後の整備予定  概算総事業費 約８億円　基本計画，用地購入，実施設計，復元整備   

史跡大船遺跡整備事業費（南茅部） 21,000
H２０　遺構等復元整備工事費　17,193千円，実施設計・施工監理委託料　2,875千円ほか

H１７～２１　概算総事業費　約１．２億円

《新》縄文文化交流センター整備事業費（南茅部） 50,481
国宝「土偶」等，貴重な出土品の展示施設と普及活動・研究機能をあわせ持った施設を整備

概算総事業費　約６．５億円　　Ｈ２０　基本設計，用地購入　　　　今後の整備予定  　実施設計，建設工事

《新》総合型地域スポーツクラブ育成支援事業費 300
函館市スポーツ振興計画（H17.2策定）に基づき，総合型地域スポーツクラブの普及のために，クラブ設立後の活動支援を行う

活動支援補助金：3団体を予定　　補助率　２／３，上限10万円・５年間を限度とする

《新》南部忠平記念陸上競技大会開催地負担金 5,000
従来，札幌市で開催されている同大会を，函館市文化・スポーツ振興財団20周年記念事業として，はじめて札幌市以外で開催する

ため，開催経費の一部を負担　　　開催日：平成２０年７月６日　千代台陸上競技場で開催

陸上競技場第２種公認検定所要経費 10,000
５年ごとに行う第２種公認検定にかかる所要経費（前回は，Ｈ１５実施）　　Ｈ２０．１１月受検予定

湯川海水浴場開設経費（ネット式海水浴場） 46,095
開設期間　７月１５日～８月３１日（４８日間）　  Ｈ１９利用者　３０，８１８人

H１９から７月１５日を開設日とした（Ｈ７の開設以来，今シーズンで１４年目）

学校開放事業経費 8,326
文化開放１２校，スポーツ開放５４校，プール開放２５校，校庭開放１６校　　　うち支所スポーツ開放　９校

冬期間暖房実費徴収  １８校

地域放課後児童健全育成事業費（２９施設→３５施設） 126,718
　　［《新》開設準備金の創設，《新》障がい児受入準備金の創設ほか］

学校内学童保育施設整備事業費（３教室） 12,000
　　　　　　 学校の余裕教室等を有効活用し，放課後児童健全育成事業を推進

３教室を改修　高盛小，亀田小（２教室）

放課後子ども教室推進事業費（６か所→９か所） 6,724
　　　　　　 小学校を活用し，放課後における児童の安全で安心な活動拠点を設け，様々な体験・交流活動を推進

９小学校で実施：あさひ小，万年橋小，旭岡小，鍛神小，南本通小，磨光小（南茅部） 　新規（予定）：３校

平成２０年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

１　心豊かな人と文化をはぐくむまち

開設準備金：1施設 改修費3,180千円または備品整備1,000千円上限　5施設 7,650千円，障がい児受入準備金：1施設 720千円　　3施設 2,160千円

公共施設利用 ８（東小,駒場小,中島小,赤川児童館,桔梗福祉交流ｾﾝﾀｰ　新規：高盛小，亀田小2施設），民間施設利用 27（うち，新規3）



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

男女共同参画推進費 2,951
　　 男女共同参画にかかる啓発関係経費，男女共同参画審議会（委員１２人），苦情処理委員の経費ほか

女性シェルター運営補助金 1,000
特定非営利活動法人「ウィメンズネット函館」が設置（２か所）

利用件数 H15＝38件，H16＝44件，H17＝39件，H18＝42件，H19(4月～9月)＝28件

姉妹都市交流推進費 2,514
ウラジオストク市へ公式訪問団を派遣　　ユジノサハリンスク市の公式訪問団受入れなど 

《新》日加修好８０周年記念事業開催経費 472
　　　　　　 日本がオタワ（カナダ）に公使館を設置してから80周年を迎えることから，姉妹都市ハリファックス市との交流や

カナダの紹介展のほか，カナダ大使館員による講演会などを実施

《新》函館におけるロシア年事業開催経費 283
　　　　　　 日本初のロシア領事館が函館に開設されて150周年を迎えることなどから，在日ロシア大使館等の

若手外交官を招へいし，パネルディスカッションなどを行う

核兵器廃絶平和都市推進経費 1,619
長崎への中学生平和大使派遣(６名), 被爆体験者講演会の開催ほか

定住者誘致推進事業費 7,200
長期滞在者向け体験プログラムの提供や移住アドバイザー制度の充実など地域の受入体制を構築するための

調査・研究を委託するほか，PR用ﾊﾟﾝﾌレットを，函館市内の高校を卒業した団塊の世代等に送付  など

私立幼稚園就園奨励費（優遇措置の拡大　同時就園→小学３年生まで） 200,560
市民税所得割183,000円以下の世帯の満３歳児～５歳児が対象(２人目以降の優遇措置の拡大 同時就園 小学２年生→小学３年生まで)

対象見込数　2,386人（Ｈ１９　2,406人）　　

私立学校運営助成費 180,012
[生徒１人当たり助成額　20,000円→21,000円]

助成対象人員　8,572人（Ｈ１９　8,634人）　　

私立専修学校運営助成費 7,511
[生徒１人当たり助成額　　5,000円→ 7,000円]

助成対象人員　1,073人（Ｈ１９　1,003人）　　

基礎学力向上推進費 3,208
標準学力検査を行い，結果の分析・検討を通してより良い指導への取組を推進するため，

小学４年生と中学１年生を対象とし実施（小４　2,155人，中１　2,245人）

創意ある学校づくり推進事業費（校長先生の「知恵の予算」） 56,400
各校の創意工夫で特色ある教育を実現するため，児童生徒数に応じた３基準により実施

大規模校（500人以上）：1,000千円，中規模校（200～499人）：800千円，小規模校（199人まで）：600千円

  小学校　４６校 34,600
大規模：6校，中規模：23校，小規模：17校　※小中併置校２校を除く

  中学校　２８校 20,200
大規模：3校，中規模：11校，小規模：14校

　高等学校　２校 1,600
大規模：1校，小規模：1校

函館市地域間子ども交流事業費 685
旧市内と旧４町村の地域の子ども達が，キャンプ実習などを通じて互いの地域の歴史・文化について学び，交流を深める

対象者：小学４～６年生　７０人　　開催期日・場所：６月（ふるる函館），８月（戸井ウォーターパーク）

はこだてっ子水産・海洋体験学習事業費 2,250
旧市内の児童生徒が旧４町村を訪問し，両地域の児童生徒による前浜での自然体験学習や海洋学習，漁業体験等を実施

小学校：500千円×４グループ（旧市内１校＋旧４町村１校で1グループ），中学校：250千円×１グループ（単独）



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

外国人英語指導助手関係経費（６人） 25,200
高校　２校（函館高　週４～５回，恵山高　週１回）    中学校　２８校（週１回）   小学校　４８校（６校　月２回，４２校　年４回）

中学生海外派遣事業関係経費 （ユジノサハリンスク市, レイクマコーリー市） 9,159
ユジノサハリンスク　９月下旬　15名, レイクマコーリー　11月下旬　16名　(各々引率等３名同行)

教育用コンピュータ運用経費（小学校　２４校→３０校） 49,486
新たに小学校６校のコンピュータ教室を整備　　　　Ｈ２１以降　１８校整備予定

小学校英語活動等国際理解活動推進事業費 1,080
　 文部科学省の委託事業により，小学校２校を研究推進校とし，５・６年生に対し地域の人材を活用し英語活動等を実施するなど

国際理解活動の充実を図る　　Ｈ１９～２０の２か年で実施予定　　研究推進校　弥生小・駒場小

市立小中学校再編計画策定経費 270
平成１９年８月30日に学校教育審議会より，小・中学校の再編の必要性について答申を受けたことから，基本指針を定め

再編計画を策定する　　　H20　市内を７地区に分けて，地区別意見交換会を開催する

義務教育施設整備費 145,900

　《新》西・弥生小学校統合関係経費（基本設計） 18,000
Ｈ２１　西・弥生小の統合（仮校舎　西小）　　Ｈ21以降　実施設計，建設工事　　H24　統合校舎供用開始

　学校トイレ改修費（本通小・北美原小） 90,600
本通小　85,000千円　　北美原小（水洗化）　5,600千円

　屋内体育館暖房設備整備費（石崎小） 15,700

21,600
現在の戸井・恵山・南茅部の３共同調理場を廃止し，椴法華中学校に併設する

Ｈ２０　基本・実施設計　　Ｈ２１　建設工事　　Ｈ２２　供用開始　　概算総事業費　約４．７億円

《新》自動体外式除細動器（ＡＥＤ）整備費（２８台） 1,676
中学校全２８校に配置　　各校１台　5年リースで整備

いじめ・不登校等対策推進費 1,114
南北海道教育センター内の電話相談（窓口　月～金，１５：００～１７：００），親子フォーラムの開催など

適応指導教室運営経費 4,504
不登校児童・生徒に対する指導・援助教室（南北海道教育センター），訪問指導，卒業生動向調査の実施など

《新》函館短期大学校舎増築事業費補助金 10,000
 Ｈ２１から函館短期大学に「幼児教育保育学科」が新設されるため，校舎を増築（函館医療保育専門学校の保育科を廃止）

《新》清尚学院高等学校校舎増築事業費補助金 10,000
 老朽化した校舎を解体し，普通教室，特別教室，多目的室などを配置した３階建校舎を増築

特別支援教育推進事業費 900
通常学級で学習しているLD，ADHD等の学習障がいのある児童生徒への支援と特別支援教育のあり方の検討・協議

支援：サポート委員会による巡回相談等（委員１５名）  あり方の検討等：検討委員会（委員５名）

《新》特別支援教育支援員関係経費（６校） 5,040
小・中学校におけるLD，ADHD等の学習障がいのある児童生徒への教育的支援を行う特別支援教育支援員の配置

Ｈ２０配置予定：小学校６校

函館圏公立大学広域連合負担金 1,984,309
H20.4.1 独立行政法人化　　学生数　1,158人→1,168人(学部1,043人，大学院125人) 

　《新》椴法華中学校学校給食共同調理場整備費（椴法華）



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

国際水産・海洋都市構想推進費 34,167

　国際水産・海洋総合研究センター整備推進費 4,120
第一期整備の基本設計に向け，必要な事前調査を委託(3,500)　特定地域プロジェクトチーム開催経費(620)

1,000
水産・海洋に関する研究機関の研究者が一堂に会し，総合研究センターで展開される研究の内容などについて発表・討議を行う

  まちかどデジタル水族館整備費 1,968
新作ＤＶＤソフト作成（１種類）　デジタル水族館：７か所(市役所，空港，函館駅，丸井，棒二，臨海研究所，まちづくりセンター) 

　水産・海洋産学連携促進補助金 5,000
地域の企業と大学等の共同研究等に助成(200万円以内, 1/2補助)

　臨海研究所管理運営経費ほか 22,079
函館国際水産・海洋都市構想推進協議会負担金4,000千円, 産学官交流プラザ施設管理委託料2,000千円,

臨海研究所管理運営経費12,939千円，学会等開催補助200千円，関連事業推進費2,940千円

水産・海洋体験学習プログラム実施経費 550
海に関するさまざまな体験プログラムを実施し，小・中学生および一般市民が「海とふれあい海に学ぶ」

５事業　対象者：２４０人　　開催期日：Ｈ２０．６月～１１月予定　

　《新》函館国際水産・海洋都市構想シンポジウム開催経費



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考

《新》地域福祉計画策定経費 2,400
第２期計画：H20策定　計画期間:H21～25(現計画H16～20)

高齢者・障がい者にやさしい道づくり事業費 20,000

  防護柵整備，交差点横断歩道滑り止め舗装 6,500
防護柵：桐花通 90ｍ　  　交差点：美原学園通･美原3-12号線･北美原1-17号線 交差部4か所 

　歩道点字ブロック設置，歩道勾配解消等 13,500
東雲広路 8か所 

福祉のまちづくり推進経費（福祉のまちづくり施設整備費補助金ほか） 2,125
既存の公共的施設のバリアフリー化の促進に対する補助金 2,000千円，その他　

《新》次世代育成支援行動計画策定調査費 4,500
策定調査:H20 計画策定:H21  計画期間:H22～26(現計画H17～21)  

後期計画の策定にあたり，児童・保護者等のニーズ調査を実施  

《新》子育て支援ネットワーク事業費 1,000
子育て支援に係る各団体間の交流，情報交換，研修会等を開催し，官民協働による子育て支援のシステムを構築する

子育て支援推進事業費 43,877

　つどいの広場事業費 4,355
アドバイザーを常駐させ，地域の子育て機能の充実を図る（週5日）　委託先：野又学園　実施場所：函館医療保育専門学校

　地域子育て支援センター事業費（７か所→８か所） 37,065
子育てサロン　　本庁：花園・亀田港・中央・さゆり園・美原・（新規）石川   支所：大澗(恵山),尾札部(南茅部)

　子育て支援短期利用事業費（２か所） 1,204
保護者の疾病等の際に一時的な施設利用を実施（くるみ学園・国の子寮）

  子育て支援トワイライトステイ事業費(２か所) 463
夜間・休日，保護者が帰宅するまで，児童に対し生活指導や夕食の提供を実施（くるみ学園・国の子寮）

　子育てサポートブック発行費 790
Ｈ１２作成の「こそだて～る」の一部改訂  

配布先：第1子出生世帯,転入世帯(小学校就学前児童)

育児支援家庭訪問事業費 1,081
出産後間もない時期の養育が困難な状況にある家庭に対し，保健師などによる育児相談やヘルパー派遣による家事等の援助を行う

ヘルパーの派遣：指定障害福祉サービス事業所（ヘルパーステーション　5か所）へ委託

ひとり親家庭等奉仕員派遣事業費 189
通学，就職活動や疾病などにより，一時的に家事などの生活援助が必要な場合に，奉仕員を派遣する

委託先：函館市母子寡婦福祉会

母子家庭自立支援給付金支給事業費（対象者４３人） 8,848
母子家庭の母の就業支援を図るため，給付金を支給する

自立支援教育訓練給付金・高等技能訓練促進給付金・常用雇用転換奨励給付金

母子自立支援プログラム策定事業費 1,760
児童扶養手当受給者の自立を促進するため，受給者の状況に対応した自立支援プログラムを策定し，ハローワークなどと連携し，

就業できるよう支援を行う。全額国庫補助制度により実施　　　委託先：函館市民生事業協会

小規模分園型母子生活支援施設委託料 10,460

平成２０年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

２  共に支えあい健やかに暮らせるまち



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

母子生活支援施設（高砂母子ホーム）からの自立を促すため，民間住宅での１年間の生活を通じ自立させる

委託先:函館市民生事業協会　　定員　６世帯

《新》母子寡婦福祉資金北海道移譲債権購入費 28,907
中核市への移行により，北海道から移譲された母子福祉資金等貸付金の債権購入に要する経費

債権譲渡価格 144,519千円　平成20～24年までの５年賦払（債務負担行為）

《新》身元保証人確保対策事業費 60
施設退所者（児）に対し，住居等を賃借する際に施設長を身元保証人として確保し，社会的自立の促進を図る

子ども医療助成費 490,451
［《新》対象範囲の拡大　就学前→小学校卒業まで］

拡大分の対象者：10,597人　所要額：約1.7億円

特別保育事業費等 116,414

　乳幼児健康支援デイサービス事業費（１か所） 1,104
五稜郭病院において，病後児の保育を実施

　休日保育事業費（２か所） 7,893
中央保育園（定員３０人）　杉の子保育園（定員２０人）

　障害児保育運営費補助金（１４か所→１５か所） 23,534
民間保育所：１5か所　

　保育所地域活動事業運営費補助金（１６か所→２２か所） 6,750
老人福祉施設訪問等の世代間交流や異年齢児交流等を実施している保育所への助成

　一時保育運営費補助金（２８か所） 28,317
新規：石川保育園，函館大谷短期大学附属保育園

　延長保育運営費補助金（１９か所） 48,816
１時間延長：14か所　２時間延長：３か所　４時間延長：２か所   新規：１時間延長（石川保育園，いづみ保育園)

私立認定保育所委託料 8,658
認定こども園の実施により，対象となる保育園に対し運営費の支弁を行う　対象：ｷｯｽﾞｻﾎﾟｰﾄくにのはなｷﾘﾝﾊｳｽ

低年齢児保育対策事業費（認可外保育施設４か所） 9,020
対象施設：３歳未満児が６人以上入所し，一定の基準を満たしている施設

保育所運営費補給金（３７か所→３８か所） 109,247
職員の処遇改善，資質向上，事務の改善のための助成   新規:石川保育園   

《新》公立保育園民営化推進費 11,954
さくら・鍛治統合保育園建設用地買収費　180.01㎡　平成20年度建設予定　平成21年度民営化

《新》（仮称）大澗・のばら統合保育園建設事業費（恵山） 11,900
H20実施設計委託料ほか　11,900千円　H21建設工事ほか　H22供用開始　概算総事業費　約2.7億円

ファミリー・サポート・センター関係経費 9,500
仕事と育児が両立できるよう育児に関する相互援助の実施　　委託先：函館市社会福祉協議会

事業開始：Ｈ１１　　会員数　Ｈ１６年度末１，１２７人　Ｈ１７年度末１，２２５人　Ｈ１８年度末１，２８６人　Ｈ１９年度末見込１，３０３人

《新》ひろば館事業費 1,017
児童館を地域コミュニティ形成の場として活用し，児童の健全育成，子育て支援の推進を図る

《新》子育てアドバイザー活用推進費 155
子育てアドバイザーを地域の子育て支援の場で活用し，地域の子育て力の向上，子育て支援の推進を図る

高齢者等保健・医療・福祉計画関係経費 676,370

  《新》第５次高齢者等保健・医療・福祉計画策定経費 3,700
計画：H20策定  計画期間　Ｈ21～23(現計画Ｈ18～20) 



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

　高齢者介護予防・生活支援事業費 33,492
自立者支援対策：軽度な生活援助・デイサービスにおける日常動作訓練

　高齢者等家族介護支援事業費 2,914
在宅で介護する家族の疾病，冠婚葬祭等の際における短期入所サービスの拡大ほか

　高齢者等在宅生活支援事業費 34,651
除排雪，訪問安否確認サービス，寝具洗濯乾燥，外出支援サービス

　生活支援ハウス運営事業費（３か所） 41,114
独立した生活に不安のある高齢者に介護支援・居住・交流機能を提供（本庁：２か所  椴法華：１か所）

　いきいき住まいリフォーム助成事業費 5,238
身体機能低下に対応した玄関・浴室等の改修に対して助成  18件分 @29.1万円（上限50万円　補助率2/3）

　健康診査費 968
４０歳以上の生活保護受給者等を対象に健康診査を実施　　対象者見込数　８７人

　訪問看護ステーション経費　　　　　　　 1,400
運営:北海道総合在宅ケア事業団　　函館訪問看護ステーション(山の手1丁目)・函館西部訪問看護ステーション(宝来町)

　老人保護費ほか 552,893

介護保険事業

　保険給付費 16,990,645
訪問介護，訪問入浴介護，訪問看護，施設入所など

  地域支援事業費 269,342 17,434,025
地域包括支援センターの設置　65歳以上の高齢者を対象に通所型介護予防事業や介護予防普及啓発事業等を実施

　介護給付費準備基金積立金 174,038
保険料の剰余金等を積立て，翌年度の給付に備える

障がい者基本計画推進経費 3,352,877

　《新》障がい福祉計画策定経費 2,400
第２期計画：H20策定  計画期間　Ｈ21～23(現計画Ｈ18～20) 

　障害程度区分認定審査・調査費 7,902
介護給付等の支給決定に必要な障害程度区分の審査判定の実施，市外施設入所者等の訪問調査　など

　居宅介護等事業費 70,331
ヘルパー派遣により身体介護・家事援助等のサービスを提供

　生活介護事業費 139,560
身体機能の維持向上のため，通所により創作的活動・社会適応訓練等を実施

　児童デイサービス事業費 12,962
障がい児に対し，身体機能の維持向上を図るため，通所により指導・訓練を実施

　短期入所事業費 12,351
介護者の疾病等の際に，障がい者・障がい児の一時的な施設利用を実施

　重度身体障害者等タクシー料金助成費 40,034
年間３６枚交付  

　障害者生活支援センター事業費 15,000
２４時間体制で障がい者の介護相談・情報提供等を総合的に実施

　子ども発達支援事業費 2,060
児童デイサービスセンターに療育促進のため，相談，関係機関との調整，家庭支援機能を付加  委託先：侑愛会

　難病患者等居宅生活支援事業費 937
介護保険法などの他制度が適用されない難病患者へのショートステイ，ホームヘルプ，日常生活用具給付事業の実施

　施設訓練等給付費ほか 3,049,340

障害児通園施設利用者負担（食費）軽減助成費 1,479
国の基準に基づき徴収している食費について，保護者の負担を軽減　対象施設３施設：うみのほし学園，つくしんぼ学級，青柳学園

地域生活支援事業費 208,078

  手話通訳者・要約筆記者派遣事業費 10,599
手話通訳，要約筆記，パソコン要約筆記者の派遣　



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

  日常生活用具給付等事業費 65,336
在宅の重度身体障がい者および障がい児に対し，生活用具の給付または貸与を行い，日常生活の便宜を図る

  移動支援事業費 16,408
屋外での移動が困難な障がい者および障がい児に対し，必要不可欠な外出などの際に移動を支援

　地域活動支援センター事業費 91,980
Ⅰ型（利用人員２０人以上）：１事業所  Ⅱ型（１５人以上）：6事業所　Ⅲ型（１０人以上）：4事業所　

　日中一時支援事業費ほか 23,755

精神障害者小規模作業所運営費補助金 1,000
在宅障がい者の社会復帰訓練の場である作業所への運営補助を行うことにより，社会的自立を図る　

対象施設：脳外傷友の会コロポックル道南支部

障害者自立支援法円滑施行特別対策費 23,216
障害者自立支援法の着実な定着を図るため，平成２０年度までの特別対策として実施　通所サービス利用促進事業，筋ジス療養等

給付受給者支援事業，障がい児を育てる地域の支援体制整備事業，オストメイト対応トイレ設置緊急整備事業（６か所）

保護施設整備費補助金（明和園） 199,171
社会福祉法人函館市民生事業協会（理事長　笹原　龍生）　定員８４人→９０人　工期：H19.8～H21.3　H21.4供用開始

市民健康づくり推進事業費 3,000
運動・食事・禁煙・啓発対策事業などの実施（「いか踊り体操」創作，メンズ・メタボ健康塾の開催など）

健康増進センター費 19,441
健康づくりプログラムに基づく実践的運動指導の実施ほか  総合保健センター（４Ｆ）で実施

第20回市民健康まつり開催負担金 1,900
Ｈ２０．１０．１２（日）～１０．１８（土）　会場：総合保健センターほか

障害者・児歯科診療事業運営費補助金 7,700
総合保健センター（１Ｆ　口腔保健センター）で，毎週木曜，土曜日に歯科医師会が実施

産後うつ・育児支援事業費 155
育児不安や産後うつなど母親の心の問題を早期に把握し，心のケアと育児支援を行うことにより，子どもの健全育成を図る

妊産婦健康診査費（助成回数の増　２回→３回） 30,659
妊産婦健診に対する助成回数の増　H19：延べ3,661人→H20：延べ5,449人

《新》こんにちは赤ちゃん事業費 2,500
生後４ヶ月までの乳児がいる全家庭を子育てアドバイザーが訪問し，子育ての不安相談等を実施　対象　1,449人

定期予防接種費 61,293
　　[《新》麻しん風しん混合　第３期・第４期の新設ほか]

国の「麻しん排除５ヵ年計画」の１年目　対象　中学１年生および高校３年生世代　H20接種者見込数　4,177人

高齢者インフルエンザ予防接種経費 78,648
対象　　６５歳以上，６０歳～６５歳未満の身体障害者手帳１級（心臓，腎臓，呼吸器）の者

　　　　　H20接種者見込数　　34,313人　　　　

がん検診事業費（大腸・肺がん検診体制の充実） 95,940
大腸がん：特定健診との同時受診を新規実施　受診者：H19　1,712人→H20　6,270人

肺 が ん ：町会館等での巡回検診を新規実施　受診者：H19　5,102人→H20　5,175人

《新》夜間急病センター移転事業費 85,000
現在地（白鳥町）から総合保健センター内への移転に伴う実施設計および改修工事　ほか

国民健康保険事業



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

　《新》特定健康診査等所要経費 94,982
対象：４０～７４歳の被保険者　特定健診：受診率：２５％（15,076人）　特定保健指導実施者数：1,570人　

　保険料適正賦課及び収納率向上特別対策所要経費 27,719 139,241

　医療費適正化特別対策所要経費 16,540

　　　　　　　　　　　　　　　
過去の伸率　H13･14は各年２％増，H15～18は据置，H19は3.28%増

《新》後期高齢者医療療養給付費負担金 2,476,178
高齢者の医療の確保に関する法律（H20.4.1施行）に基づき，　

北海道後期高齢者医療広域連合へ療養給付費市町村負担金として支出

　医療給付費分（後期高齢者支援金分含む）１人当り平均保険料　　３．００％引上げ



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考

《新》都市計画見直し関係経費 6,260
都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ見直300(現ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ(H10.3策定 目標年次H27年度)をH22年度末までに見直す) 

都市計画道路見直800(長期未着手路線の見直し)，都市計画現況図作成準備5,160(航空写真撮影等)

《新》函館駅前公益施設用地活用推進費 600
JR函館駅北東側の土地開発公社所有地（6,352.04㎡）の有効活用を図るため，新たに有識者会議を設置（委員数6名）し，

周辺を含めた土地利用等について検討

中心市街地活性化関係経費 3,288

　《新》商店街基本調査費ほか 2,720
中心市街地活性化基本計画見直しのため，消費者買物動向調査，商店街歩行者通行量調査等を実施

　 　エリアカルテ・オンライン事業費 568
空き地・空き店舗情報の更新

西部地区都市再生整備事業費 120,500

  夜景グレードアップ整備費 12,500
西部臨港通街路灯設置（新設8基），H17策定夜景グレードアップ構想に基づき整備

  市道グレードアップ整備費 98,500
ブロック舗装化。西部臨港通(両歩道整備),寺町二十間坂通(車道整備),元町1号線(測量調査)

  景観形成住宅等建築奨励金 6,000
都市景観形成地域内で，函館らしい歴史的な景観に配慮した建物を新築，購入する場合に助成

限度額200万円（20％以内）

  西部地区街づくり推進費（《新》空家流通促進事業ほか） 3,500
空家流通促進事業:使用可能な空家(約100件)の平面図を作成(H20:30件程度)し,物件改修事例作成など

と併せてＨＰに掲載           空家・空地相談室，西部地区ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会(委員５名)の開催

湯川橋地区土地区画整理事業費（支障物件移転補償ほか） 299,600
H15～20　総事業費約12億円　施行区域湯川町３丁目の一部約1.8ｈａ

H20：区画道路等整備，移転補償，街区･画地確定測量，換地処分ほか

西部地区ヤングカップル住まいりんぐ支援補助金 21,504
補助期間　5年　　年齢要件　40歳以下　自己負担控除額　3万円

月額補助金額　1～3年目1.5万円，4年目1万円，5年目5千円    新規分40件，既定分129件

借上市営住宅借上料（１２棟333戸） 302,122
新規：ﾒｿﾞﾝ若松45戸   供用済：ﾒｿﾞﾝ松風18戸,ｼｰｻｲﾄﾞﾃﾗｽ日和坂22戸,ｳｴｽﾄﾌﾟﾗｻﾞ基坂15戸,ｸﾞﾗﾝｼｱ大手町21戸,

ﾍﾞｲｺｰﾄ末広15戸,A-ｻﾑｻｶｴ40戸,函館弁天いぶき荘25戸,ｶ-ｻﾐｱ大森22戸,ｺﾝﾌｫｰﾄ東雲町40戸,ﾘﾊﾞ東雲46戸,ｸﾚｽｺｰﾄ松風24戸

公営住宅建設費 881,282

　日吉３丁目団地（建替） 674,767
　　 ７号棟42戸　［平成19～20年度  継続事業］

ＲＣ造4階建　2DK 22戸　2LDK 16戸　3LDK 4戸

　　 ６号棟28戸　［平成20～21年度  継続事業］
ＲＣ造5階建　2DK 13戸　2LDK 10戸　3LDK 5戸

　小安西団地（戸井） 72,592
　　 12号棟 4戸  ［平成19～20年度  継続事業］

ＲＣ造2階建　3LDK 4戸

　銚子団地（建替）（椴法華） 133,923

平成２０年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

３　快適で安らぎのある住み良いまち



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

　　 １棟     8戸　［平成19～20年度  継続事業］
ＲＣ造2階建　2DK 4戸  2LDK 4戸

《新》道営住宅事業主体変更関係経費（旭町団地） 136,000
東川小学校跡地(売却)への道営住宅(100戸規模)建設との一体事業   道営旭町団地：１棟49戸 S51年度建設 RC造７階建

土地・建物購入費(鑑定料含む)79,486  住戸改善費(49戸)47,500  外壁･耐震改修実施設計7,500  防災警報器設置1,514

市営住宅高齢者対応改善事業費（深堀団地１号棟　エレベーター設置ほか） 39,000
Ｓ60建設　RC造５階建　20戸　

市営住宅外壁改修事業費（鍛治２丁目団地３号棟） 31,000
S４８建設 ＲＣ造４階建  24戸

市営住宅防災警報器設置事業費 22,675
［本庁管内２団地 846戸　支所管内１１団地 119戸］

消防法改正：H16.6.2公布   火災予防条例改正：H18.6.1施行(H23.5.31まで経過措置) 5年間(18～22年度)で市営住宅全戸に

設置(4,324戸 概算総事業費 約1.2億円)  H20:湯川,港3丁目改良,戸井:6団地,恵山:3団地,南茅部:2団地

道路橋梁新設改良費 1,550,000

  交付金事業（西桔梗中央線ほか２路線） 121,000
西桔梗中央線(H17～24)   桔梗西桔梗線(H17～22)　 瀬田来７号線(戸井)(H19～24) 

　地方特定道路整備事業（大野新道ほか５路線） 179,000
大野新道，中臨港通，陣川2号線，赤川6号線，湯川2-13号線，鍛治1-18号線

　起債事業（元町６号線ほか） 1,200,000
生活道路舗装・改良整備   うち支所分 ﾛｸﾞﾊｳｽ1号線(恵山)，安浦板木1号線(南茅部)

　単独事業（柏木１９号線） 50,000
競馬会:柏木19号線

通学路整備費（昭和１-１９号線） 53,000
赤川中央通･本通中央通との交差点改良，歩道造成(Ｈ17～20)

乗合バス車両購入費補助金(超低床ノンステップバス購入５台分) 5,029
超低床ノンステップバス購入補助(ハイブリッﾄﾞ2台 通常仕様3台)    国，道，北斗市との協調補助

交通事業建設改良費（軌道改良事業ほか） 128,385
五稜郭公園前～杉並町間軌道改良 150ｍ，五稜郭公園前交差点軌道改良 60m，

宝来町安全地帯改良･上屋設置

上水道整備事業費 1,136,629

　原水及び浄水施設事業費  　　　　　　 421,227
旭岡浄水場監視制御設備等整備　H19～H20継続事業 ほか

　配水施設事業費            　  　　   　　　　 632,285
配水管 9,885m，配水支管 2,100m ほか

  簡易水道施設事業費 83,117
戸井・尾札部浄水場水質計器整備 ほか

地上デジタル放送対応関係経費 26,608
H19.10デジタル放送開始に伴う市所有の電波障害防除施設への対応  H19：受信状況調査実施 ｱﾅﾛｸﾞ放送終了:H23.7

共同受信設備整備(電波障害対象区域):市営住宅７団地,湯川小学校  ﾃﾚﾋﾞ線接続替(障害区域外):898戸中211戸

河川改修事業費 390,000

　補助事業（石川ほか１河川） 360,000
石川（護岸改修60mほか），小田島川（護岸改修8m,排水工ほか）

　単独事業（坂の下川ほか３河川） 30,000
                         坂の下川（護岸改修23mほか)，深堀川(護岸改修60mほか)，小田島川(護岸改修50mほか) 

３号川(恵山)(護岸改修39mほか) 



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

排水路整備事業費（西桔梗町地区２０号ほか） 51,000
西桔梗町地区20号，昭和町地区１号，陣川町地区１号，船見町地区１号，東山中央線

 

治山事業費(恵山２か所，椴法華１か所，南茅部１か所) 45,500
恵山：37,000千円   椴法華：4,700千円　南茅部：3,800千円

防災対策経費 65,700
  
  《新》防災行政無線遠隔制御装置設置経費 9,000

４支所管内の消防団員の招集機能を消防本部に一元化　　

  《新》防災行政無線整備費（南茅部） 42,000
H2～3に整備した親局（南茅部支所）・遠隔制御装置（漁協等8台）を老朽化のため更新

  《新》津波ハザードマップ作成関係経費 928
浸水想定地域の住民に配付

  非常食，応急救護用資材購入費ほか 13,772
非常食等購入：4,109千円, 自主防災組織育成：2,589千円, 防災訓練の実施：2,087千円  ほか

東消防署的場支署庁舎整備事業費 392,000
Ｈ２０　建設工事　　H２１　供用開始　　　　消防組織機構再編計画に基づく庁舎整備事業

H１９　地質調査・用地測量・実施設計　19,400千円　　　　　　

《新》東消防署戸井出張所庁舎整備事業費（戸井） 14,500
H２０　地質調査・実施設計　14,500千円　　建設予定地　　戸井運動公園隣接地（現：広場駐車場）　

Ｈ２１　建設工事　　H２２　供用開始　　　　消防組織機構再編計画に基づく庁舎整備事業（古川出張所と戸井出張所の統合）　　　

消防施設整備費 75,000

  水槽付消防ポンプ自動車　２台 68,000
昭和60年度購入車両の更新（青柳出張所），昭和62年度購入車両の更新（花園出張所）　　

　《新》救急指導車　３台 7,000
本部，北，東消防署に各１台配置

街路灯設置費補助金 25,434
969灯　補助率１０分の８

街路灯電灯料補助金 76,381
22,797灯　補助率１０分の８



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考

環境保全対策推進費 4,188

　《新》環境基本計画策定基礎調査経費 2,500
新計画策定のため，現計画（目標年次H21まで）の検証や市内の環境調査委託　

　環境モニター・環境白書関係経費ほか 1,688
環境モニター謝礼金，環境白書の作成 ほか

《新》地球温暖化防止対策費 2,500

　エコライフのすすめ作成費 1,500
地球温暖化防止の実践マニュアルの作成・配布　A4　８ページ　１４万部

　環境サミット２００８in函館開催経費 1,000
環境問題に対する意識向上を目的とした環境サミットの開催　H20．6開催予定

有害大気汚染物質モニタリング経費 1,964
調査地点：中部小，万年橋小　　月１回環境部が試料採取

家庭ごみ減量化関係経費 68,720

  電動生ごみ処理機等購入費補助金 3,300
生ごみ処理機１００台（１／２限度　３万円）　コンポスト・ぼかし肥容器１００個（１／２限度　３千円）

  資源回収推進奨励金，謝礼金 65,420
資源回収量　10,254トン　　奨励金：町会・学校など　謝礼金：回収業者

不法投棄対策経費 12,253
監視システム運用費　廃タイヤ・家電処理手数料 ほか

下水道整備事業費 1,904,962

　下水道管渠・ポンプ場・終末処理場事業費 　　 1,782,200
　 汚水処理施設高圧受電設備　H19～H21継続事業，管渠 4,200ｍ ほか

　函館湾流域下水道事業費負担金　　　　　　　　　 122,762
下水道普及率　H18:88.8%(市街化区域98.8%)    H19見込89.0%(市街化区域98.9%) 

                    H20予算89.0%(市街化区域99.0%)                

戸井地域公共施設水洗化改修費 37,000
平成18年からの公共下水道の一部供用開始に伴い，区域内の公共施設のトイレを５年間で水洗化に改修

  地域会館(原木会館，汐首西会館) 7,600
 

  公営住宅（小安西団地，汐首町団地） 21,100

  その他の施設(戸井運動広場，消防職務住宅) 8,300

水洗便所改造等資金貸付金 88,502
250基を予定

生活排水対策費 44,774

  合併処理浄化槽設置費補助金 44,560
80基　　補助金の額（１基当たり）　５人槽：500千円（35基)　６・７人槽：584千円（40基)　８～10人槽：740千円（５基)

　浄化槽設置費に係る斡旋融資利子補給金 214
対象経費　浄化槽設置に係る全体工事費から設置費補助金を除いた額とし，新築の場合は，500千円限度，

平成２０年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

４　環境と共生する美しいまち



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

改築の場合は，1,000千円限度とする。（Ｈ１７創設）　　利子補給額　214千円（H20斡旋融資枠　5,000千円）

《新》開港５都市景観まちづくり会議函館大会開催負担金 500
開催予定時期：H20.10.10(金)～12(日)  主催:実行委員会  参加都市:函館市,新潟市,横浜市,神戸市,長崎市  

参加者数:約150名  概算全体事業費：1,000(道補助500,市負担500)   

緑の基本計画推進費（《新》函館山緑地パンフレット作成費ほか） 2,772
緑のパートナー会議開催(公募委員含む22名 年3回)，函館山緑地パンフレット(産業政策検討会議提言事業 15,000部)

緑の副読本発行（新小学3年生 2,800部），はこだて緑マップ増刷（1,200部），大規模公園パンフレット(函館公園 1,400部)

はこだて花と緑のフェスティバル開催負担金 1,350
6月21日（土）～22日（日）予定　会場：クイーンズポートはこだて前広場

街路樹植栽経費 25,000
補植：八幡通，放射４号線，中環状線，鈴かけ通，温泉通，文教通，上湯川団地通

函館山緑地整備費 12,000
御殿山山頂広場整備：階段改修，防護柵改修(30m)，照明灯改修ほか，旧登山道整備：排水溝整備  ほか

公園等整備費 260,000

　函館公園（公園センター整備ほか） 170,000
Ｈ14～21　概算総事業費約11億円　公園ｾﾝﾀｰ(RC+木造3階建 385㎡),動物施設(猛禽･ﾘﾊﾋﾞﾘ舎増改築) ほか

　見晴公園（園路広場整備ほか） 39,000
Ｈ14～22　概算総事業費約６億円（園亭等整備は教育費計上）

   船見公園ほか３公園（園路広場，遊具施設整備ほか） 39,000
西部緑化重点地区内：船見公園，弥生第１公園，弥生第２公園，弥生幼児公園 

   帰属公園ほか 12,000
帰属公園：３か所(美原5丁目,山の手2丁目,昭和4丁目)  本通公園:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ防球ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ設置



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考

観光基本計画推進費 4,803

　《新》広域観光振興費 667
渡島桧山周遊観光促進のため宿泊型ドライブ観光の検討　青函広域観光振興に向けた函館旅行プランを作成しPRする

　《新》新規観光資源創出経費 230
市民や職員による体験型観光メニューの作成，交通事業者と観光施設が連携した定額市内周遊チケットの発行に向け検討

　体験型観光振興費 3,500
体験型観光メニュー予約サイトの運用　H19.12開始　委託先：湯の川温泉旅館協同組合

　観光アドバイザー会議開催経費　　　　 406
函館市観光基本計画推進のため，観光アドバイザー会議を開催 ほか

「国際観光都市」関係経費 755
ホスピタリティの向上を図るため，はこだて検定合格者等への講習会開催 ほか

《新》ブランドＰＲ関係経費 16,749

　観光ポータルサイト関係経費 10,000
観光情報をインターネットで随時提供できるよう，新たにサイトを構築（供用開始予定　H20.12）

　ブランドキャンペーン関係経費 3,749
女性層をターゲットに，函館ブランドPRのため，女性週刊誌へ広告掲載

　地域ブランド形成推進費 3,000
地場産品や温泉など函館の観光ブランドの確立を目指す

観光客誘致宣伝経費 54,221

  観光宣伝印刷物等作成経費 19,904
Ｂ５版パンフレット３０万部　外国語版パンフレット・観光ポスターほか作成　

　国内観光客誘致強化宣伝広告経費 14,300
JR東日本中央線および西日本大阪環状線車体広告　12,600千円　

旅行情報誌（首都圏）およびフリーペーパー（東北地区）への広告掲出　1,700千円

　観光資源PR促進事業関係経費 947

567
　　イベントや季節特集など観光情報の無料配信　撮影スポットと上手な撮影技術の情報データ作成 ほか

　ドライブアンドイート実施経費ほか 380
　　マイカーやレンタカーによる周遊観光メニューの創出 ほか

　東アジア地区観光プロモーション実施経費 8,084

　《新》韓国人観光客実態把握調査費　 2,208
　　函館空港出発ロビーにおいて，韓国人へのアンケート調査を実施

　東アジア地区観光プロモーション経費ほか 5,876
　　Ｈ２０．秋　台湾（台北・高雄）　市長，議長ほか２名，　　Ｈ２０．秋　韓国・広州　市長，議長ほか２名　

　韓国観光客誘致促進協議会負担金 5,500
Ｈ１８．９設立　函館市 5,500千円　民間団体 4,500千円（商工会議所，国際観光コンベンション協会，空港ビルデングほか）

　《新》コンベンション誘致関係経費 1,700
主要都市での誘致活動，誘致用リーフレット作成ほか

　観光キャンペーン関係経費ほか 3,786
東北地区および首都圏への観光キャンペーン実施経費ほか

　《新》観光情報メールマガジン配信，フォトマップ作成費

平成２０年度予算の主な内容

５　活力にあふれにぎわいのあるまち

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

はこだてフィルムコミッション関係経費 4,781

　はこだてフィルムコミッション負担金 330
H15.12月設立　　函館市　330千円　民間団体　230千円(商工会議所，観光協会，青年会議所，文化･スポーツ振興財団)

　テレビ・映画等ロケ誘致・情報収集経費ほか 451
関係者訪問旅費ほか

　函館港イルミナシオン映画祭開催補助金 4,000
 シナリオ大賞（函館市長賞）3,000千円ほか

冬季観光客誘致推進費 800
函館観光宣伝共同事業委員会負担金 800千円　 冬季観光キャンペーン分として，関連団体と共同で実施

観光資源施設整備費 38,153

　《新》旧イギリス領事館館内展示再整備費　　 36,000
館内展示の再整備など

観光案内板整備費 2,153
観光案内板の貼替　５基

港まつり開催補助金 30,000
H20.8.1（金）～5（火）開催

はこだてクリスマスファンタジー開催補助金 16,000
H20.12.1（月）～12.25（木）開催

はこだて冬のイベント開催補助金 6,000
H20.12.1（月）～H21.2.28（土）開催　はこだてｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ　会場：二十間坂，八幡坂，基坂等  五稜郭ﾌｧﾐﾘｰｲﾍﾞﾝﾄなど　

市民創作「函館野外劇」開催補助金 10,000
観客数　　Ｈ１９  10,280人（１０回上演） 　Ｈ１８  10,306人（１０回上演）   Ｈ１７　9,140人（９回上演）

《新》はこだてカルチャーナイト開催補助金 300
市内の文化施設などを夜間開放し，地域文化に触れる機会を提供することにより，市民の地域文化に対する関心を高める

開催期日：平成２０年１２月１９日　　　実施主体：はこだてカルチャーナイト実行委員会

恵山つつじまつり開催補助金（恵山） 3,600
40周年記念　H２０.５(中旬)～H２０.６(上旬)

恵山納涼まつり開催補助金（恵山） 1,500
H２０.８(中旬)

椴法華ふるさと夏祭り開催補助金（椴法華） 3,000
H２０.８(中旬) 　どうだんつつじ祭りと統合

ひろめ舟祭り開催補助金（南茅部） 4,800
H２０.６(第２土曜日)

コンベンション施設検討調査費 300
国際会議可能な先進施設を調査する他，市内関係団体との懇談会を開催し，

函館市にふさわしいコンベンション施設の整備を検討

農業用機械等購入資金貸付金 20,000
購入金額の８０％以内  H17から上限設定 1,000万円以内

償還期間（１年据置）　　１００万円以内　５年以内　　１００万円超　７年以内
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備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

高収益農業促進緊急対策事業費補助金 2,689
亀田農協軟白ねぎ部会　　加温・かんがい施設付きビニールハウス　４棟　補助率１／２　

農業近代化施設整備事業費補助金 366
亀田農協　　農業生産性高度化営農用機械整備事業　　馬鈴薯衝撃測定器　２組　補助率１／３

経営体育成基盤整備事業費 6,903
　　［《新》整備事業費負担金ほか］

三軒家地区（西桔梗町）ほ場区画整理事業等の事業主体である北海道への負担金 ほか

農業地域リーダー育成研修費補助金 400
事業主体　新函館農協，亀田農協

地域リーダー的後継者を育成するための研修事業に対する補助　　１人１０万円以内  

造林事業整備促進補助金 4,994
私有林整備に対する助成　人工造林（国51％，道33％，市10％，所有者6％負担）　10.48ｈａ ほか

補助単価：利用間伐 35千円/ha  通常の間伐 17千円/ha ほか

市有林整備費 61,655
森林施業計画に基づき，人工造林・下刈・除伐・間伐・枝打ち・複層林，混交林化に向けた誘導伐等を実施

恵みの森づくり事業費 500
豊かな海づくりに向けた漁協女性部など住民参加型の植樹事業

植樹箇所1か所（恵山支所管内　柏野町市有地）  　　H19　恵山支所管内　柏野町市有地 

漁業用機械等購入資金貸付金 100,000
購入金額の８０％以内  H17から上限設定 1,000万円以内

償還期間（１年据置）　　１００万円以内　５年以内　　１００万円超　７年以内

水産物ブランド化推進事業費 750

　 函館水産物ブランド推進研究会負担金 250
市・漁協による研究会において函館産水産物のブランド化に向けた各種事業の展開を図る

全体事業費　５００千円（市２５０千円　各漁協５０千円×５漁協）　H19．9設立

函館水産物マイスター養成協議会運営費補助金 500
函館産水産物について熟知する「マイスター」を養成・認定し，ＰＲ・消費の促進を強化，ブランド化推進を図る

事務局：商工会議所　全体事業費　1,390千円（市５００千円　受講・登録料等７５０千円ほか）

栽培漁業試験研究事業費（ナマコの資源維持・増大に関する試験研究） 547
ナマコ種苗生産･中間育成の技術研究～委託先：戸井漁協

協力機関：北大大学院,道立水産試験場,渡島南部地区水産業技術普及指導所　

漁業振興基礎研究事業費（ナマコの資源増大に関する基礎研究） 1,500
北大大学院水産科学研究院へ委託（H19～21，ナマコ育成種苗を用いた放流試験ほか）

低・未利用資源地域特産化事業費 556
有効な栄養成分を含むことが判明した，低・未利用の海藻（チガイソ・カヤモノリ・クロバギンナンソウ）について，

特産化に向けた取り組み（PR・マーケティング調査）を行う　

水産基盤(漁港)整備事業費 73,100

  函館湯川漁港 18,000
H20市負担対象事業：船揚場新設,取付護岸ほか (H13～22 概算総事業費 42億円 うち市負担額 99,167千円)

  汐首漁港（戸井) 10,400
H20市負担対象事業：物揚場改良 (H14～20 概算総事業費 11億円 うち市負担額 10,667千円)

  戸井漁港（戸井) 3,400
H20市負担対象事業：物揚場改良ほか (H15～24 概算総事業費 16億円 うち市負担額 5,833千円)

  大澗漁港（恵山) 15,000
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H20市負担対象事業：岸壁改良,船揚場改良ほか (H14～20 概算総事業費 17億円 うち市負担額 32,867千円)

  木直漁港（南茅部) 20,000
H20市負担対象事業：岸壁改良,船揚場改良ほか (H13～20 概算総事業費 31億円 うち市負担額 112,583千円)

　大舟漁港（南茅部） 4,800
H20市負担対象事業：岸壁新設,道路新設,用地整備 (H14～24 概算総事業費 36億円 うち市負担額 128,900千円)

  大舟(美呂泊)漁港（南茅部) 1,500
H20市負担対象事業：道路新設 (H14～23 概算総事業費 14億円 うち市負担額 38,916千円)

水産基盤(漁場)整備事業費 14,600
    [ 水産物供給基盤整備事業費負担金(函館，戸井，恵山) ]

渡島函館 コンブ 囲い礁4セット，東戸井 ウニ 囲い礁 4セットほか，恵山尻岸内 コンブ 囲い礁測量調査一式

沿岸漁業構造改善対策事業費補助金 136,514

  漁場管理保全事業(南茅部) 20,000
雑海藻駆除(南かやべ漁協）

  漁船施設整備事業(南茅部) 6,000
船揚場補修(南かやべ管理組合）

  漁業用流通施設整備事業(戸井) 4,750
畜養施設(戸井漁協）

  栽培漁業施設整備事業(函館，戸井，恵山) 36,591
コンブ養殖施設　30基（函館市漁協），90基（戸井漁協），70基（えさん漁協）

  資源増大・有効利用対策事業 69,173
ウニ 206万個(函館,銭亀沢,えさん,南かやべ) アワビ 26万4千個(刺網組合,住吉,根崎,石崎,戸井漁協)

ウニ深浅移殖 367万個(函館,銭亀沢,戸井,えさん)

《新》水産系廃棄物処理施設整備事業費補助金 180,000
養殖コンブ根株等の堆肥化施設の整備　事業主体：南かやべ漁協

漁業後継者育成対策費 1,490

  漁業地域リーダー育成研修費補助金 800
 地域リーダー的後継者を育成するための研修事業に対する補助　１人１０万円以内　事業主体：各漁協等

  漁業資格取得費補助金 690
小型船舶操縦士 ＠30千円  対象者：漁協組合員,沿岸漁業就業者

はこだて水産食品展示フェア開催負担金 1,000
H20．６月開催　事業費　6,４２３千円（組合2,883千円，商工会議所500千円，

           　　　　　　　　　　　　　　　　　(財)北海道市町村振興協会1,000千円，出展者1,040千円，市1,000千円）

中小企業金融対策費 7,212,530
新規融資枠　Ｈ１９　59億7,000万円　→　Ｈ２０　61億円　 1億3,000万円増

  一般事業貸付金 1,790,390
融資枠　20億4,200万円→21億6,000万円

  特定事業貸付金 2,400,010
融資枠　9億7,000万円→9億2,000万円　

　特別緊急貸付金 3,022,130
金融・景気対策　融資枠 27億1,800万円→28億2,000万円　緊急小口（無担保・無保証人）　融資枠 2億4,000万円→2億円

特別緊急貸付金と緊急小口運転資金（利子補給）については，１年間延長

都市エリア産学官連携促進事業費 2,232
Ｈ１８．３　都市エリア産学官連携促進事業（発展型）採択（Ｈ１８～２０　３ヵ年継続）　これまでの成果を活かした新事業の創出等

委託金（１年毎）　共同研究費：国２億円　地域２億円　研究成果ＰＲ活動経費　道200万円　市200万円    

函館地域産業振興財団関係経費 94,550
研究開発業務委託料　67,947千円　　　研修指導等事業補助金　26,603千円
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地場製品ブランド化事業費 1,330
地場製品の販路確保・拡大の取り組みを強化し,ブランド力の向上を図るため，(財)函館地域産業振興財団と連携

函館空港・北海道フーディスト（東京）での展示・販売や販売促進勉強会の開催のほか，ホームページ等によるＰＲを実施

小売商業者活性化事業費 1,180
ＩＴ活用セミナー開催事業（144千円）　ＩＴ活用セミナーの開催

食品元気まつりの開催（500千円）　函館地域食品商業活性化協議会との共催事業   ほか

Ｉ Ｔ支援事業費 2,805
　 TMOビル内　ｅスペースはこだての管理・運営業務委託料ほか　　委託先:函館地域産業振興財団

商店街等イベント開催支援事業補助金 3,900
１団体事業費の１／２　（上限３０万円）　H20：１４団体　Ｈ19：１４団体  H18：１３団体　H17：15団体　　

　 　

海外販路拡大促進費 4,665
　 東アジア地区等での貿易促進・拡大を図るため，情報収集や体制づくり，地場特産品のＰＲ等を実施

海外への市場調査　現地情報レクチャー・セミナーの開催　

チャレンジ補助金 10,000
　 起業化への取組み支援 　補助限度額　Aプラン500万円，Bプラン200万円，Cプラン100万円

起業化促進費（「函館起業塾」開催経費ほか） 3,328
H20．8月開催　「函館起業塾」全国から起業意欲を持つ２０名を募集し，2泊3日の宿泊型スクールの実施　

H21．2月開催「ビジネスフロンティアカップ」起業意欲を喚起するためのアイディアコンテスト，プレゼンテーション等の実施　　

企業誘致推進費（コールセンター立地補助金ほか） 5,644
コールセンター立地補助金（㈱アクセスコミュニケーション，㈱バッファロー・IT・ソリューションズ) 1,846 千円　

オフィス賃貸料の1/5を５年間補助（H17新設）

《新》企業誘致推進員関係経費 5,777
当市専任の企業誘致推進員による，首都圏での誘致活動の強化

函館テクノパーク関係経費 24,482
産業支援センター管理運営委託料　委託先：函館地域産業振興財団

第２次函館臨空工業団地割賦購入費(第２期前期) 222,794
　　[平成16～30年度　債務負担行為　限度額2,065,949千円]

用地購入費　1,930,900千円　　95,921.18㎡　　　うち工業用地　11区画　38,004.96㎡

《新》雇用環境向上促進費 1,532
労働関係機関，経済界，労働団体などとの雇用問題懇談会の開催

企業向け雇用促進ガイドブックの作成　労働者向けハンドブックの作成

《新》季節労働者就労対策事業費 5,000
季節労働者の冬期間就労を確保するため，側溝清掃などを行う就労対策事業を実施

《新》人材スカウト事業実施経費 3,476
首都圏に在住する函館への就職希望者と，函館の企業との面談会を都内で実施

雇用対策推進費 3,435
道と連携したジョブカフェ函館の開設

高校生，若年者向けの就職セミナーの開催，障害者職場見学会の開催ほか
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交通体系整備促進費 9,874

　北海道新幹線建設促進費　　　　　　　　　     4,896
［《新》並行在来線収支見通し調査負担金ほか］

新規：江差線（五稜郭・木古内）の将来需要予測等の調査費負担金 2,396千円（総額 12,292 道1/2，北斗市，木古内町で負担）

　函館空港国際線整備推進費　　　　　      1,600
国際定期便(ﾕｼﾞﾉ線,ｿｳﾙ線)・国際ﾁｬｰﾀｰ便(台湾ほか)運航促進ほか  H19：国際線PR紙作成(ｿｳﾙ線就航1周年)3,350ほか 

　広域幹線道路整備促進費ほか 3,378
新外環状道路(Ｈ19.4函館ＩＣ～函館空港間本格着手：整備促進要望   古川間整備区間昇格：要望)

北海道縦貫自動車道，函館江差自動車道(整備促進要望・陳情活動ほか)，新幹線新函館駅とのアクセス調整

街路整備事業費 1,543,065

　補助事業（本通中央通ほか４路線） 1,300,000
見晴公園通，本通中央通，赤川中央通，中道四稜郭通，日吉中央通

　交付金事業（昭和団地通） 155,000
Ｈ15～21　放射2号線～亀田外郭通間　

　地方特定道路整備事業（本通中央通ほか５路線） 85,000
見晴公園通，本通中央通，赤川中央通，中道四稜郭通，日吉中央通，昭和団地通

　単独事業（日吉中央通ほか１路線） 3,065
日吉中央通，見晴公園通

港湾施設整備費 1,014,000

  けい留施設整備費（海岸町地区物揚場） 42,000
海岸町地区物揚場(-4m,-3.5m)：S54～56建設   防蝕工 L=339m(電気陽極等新設)

　臨港道路整備費（万代地区道路）　　　　　　　　　　　　　 39,000
万代地区：H元建設  本工事 36m

  ふ頭整備費（北ふ頭地区） 40,000
北ふ頭地区：S40～41建設  護岸改良上部工・防蝕工(電気陽極等新設)  L=36.7m

　国直轄港湾整備事業費（函館港(弁天地区ほか２地区）)　　　　　　833,000
弁天地区（岸壁），本港地区（湾岸道路），中央ふ頭地区(正面岸壁)

　国直轄港湾整備事業費（椴法華港)　　　　　　 60,000
東物揚場

《新》港湾施設維持管理計画策定経費 5,000
補助事業で整備･改良してきた港湾施設の変状や劣化による性能低下を事前に防止するため,｢予防保全型｣の考えを導入

した維持管理計画を策定   H２０策定予定施設:万代地区物揚場,海岸町地区船留   計画策定施設数(予定):10施設(H20～24)

《新》函館開港１５０周年記念事業実行委員会負担金 3,000
実行委員会(H19.11.30設置 委員75人)およびﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟでｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ等製作･PR事業,ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝﾄ(開港都市ﾗｰﾒﾝｻﾐｯﾄ)等

を実施  H20概算総事業費：7,500(道補助3,000,市負担3,000,協賛金等1,500)  開港150周年：H21年(1859年(安政6年)開港）

函館港利用促進関係経費 18,018

　ポートセールス推進業務委託料 10,080
委託先　㈱函館国際貿易センター　　地域内外セールス，函館港セミナー，各種懇談会ほか

　函館港利用促進協議会負担金ほか　　　　　　 7,938
コンテナ貨物集荷強化，貨物船･客船誘致活動,入港船歓迎，海峡都市共同ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ参加ほか

函館空港整備事業費負担金（エプロン改修，誘導路改修，照明施設） 61,650
H20負担対象事業費822,000千円×7.5％

　

空港周辺整備事業費（住宅騒音防止対策事業） 45,113
ＦＦ式ストーブ278台（うち再更新238台）　



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考

市政はこだて発行費 61,947
２４ページ３回, ２０ページ９回, 　広告収入3,465千円

テレビ・ラジオ等放映放送費 7,938
STVテレビ「函館市民ニュース」　　HBCラジオ「市民の時間」　　FMいるか「市政だより」

H20中止：FMノースウェーブ「HAKODATE CITY GUIDE」

自治基本条例検討関係経費 1,326
策定検討委員会開催経費(委員13名 10回開催)1,010千円　

フォーラム開催経費（H20.6月,H21.3月開催予定）316千円　　　H20.12月 条例制定予定

地域人権啓発活動活性化事業経費 4,000
人権啓発のための市電広告の実施ほか

《新》恵山コミュニティセンター整備事業費（恵山） 14,000
H20～21 概算総事業費3.4億円　　　H20 実施設計委託 13,000千円　地質調査 1,000千円

既存の日ノ浜会館（835㎡）を建替

大船会館改修費（南茅部） 7,046
外壁改修，２階集会室柱取替等　　　

町会交付金 68,661
組織割 17,810千円(189町会:世帯数に応じ18,200～108,900円), 世帯割50,851千円(137,436世帯:@370円)

内訳：旧函館市 64,053千円  戸井1,151千円  恵山1,297千円  椴法華530千円  南茅部1,630千円

町会会館建設費補助金（３館） 13,109
新築1館(若松), 改築2館(追分・亀田)

人づくり・まちづくり事業費 54,750

　市民自主研修支援補助金　　　　　　　　　　  3,000
まちづくりのリーダー育成のための研修に対して支援    （補助率・限度額  2/3・200万円） 

　まちづくり活動支援補助金　　　　　　　　　　  10,000
市民活動団体への支援 (補助率・限度額 3年間1/2・150万円)

  《新》地域活力人材センター運営委託費 3,500
既存の地域人材活用分野(教育・福祉)の情報等を一元化。総合的な情報を発信・提供するほか各種相談も行う

　地域交流まちづくりセンター管理委託費 37,386
指定管理者(NPOサポートはこだてグループ)に管理委託(H19～H21)

　人づくり・まちづくり事業関係経費 864
補助金選考委員会経費，その他事務所要経費

人財づくり推進費（部局長の「人づくり・知恵の予算」） 3,193

　「ものづくり匠塾」（表装業，造園業）開催事業費 900
研修会を通じて高度な技術・技能を習得し，次の世代への継承を図る（各30人程度　各5日間開催予定）

　農業・漁業担い手交流事業費 450
農・漁業共通の推進テーマを協議するなかで，起業家・経営者としての資質の向上を図る（40人程度　4回開催予定）

　子育てアドバイザー養成事業費 720
子育て支援の取り組みを積極的に行うことができる人材の育成（３０人程度　２０講座開催予定）

  地域力アップ講座開催事業費 450
地域活動の中心的な役割を担う人材の育成（30人程度　5回開催予定）

　「ものづくりキッズ工場」開催事業費 173
工場見学やものづくり体験を通じ，地元企業を知り，創造性に富む「未来の職人」の育成を図る（各10人程度　4回開催予定）

６　主要施策の推進のために

平成２０年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

  DV被害者サポーター養成事業費 500
DV被害者サポーター養成講座の開催（30人程度 7回開催予定）　

職員研修所要経費 18,381
派遣研修(新規：総務省・北海道経済産業局 など)　職員研修(企画政策立案能力研修（講師：日本政策投資銀行）など）

戸籍システム運用関係経費 103,004
戸籍システムデータセットアップ委託料　56,663千円（H18～H28の債務負担行為　総額　566,622千円)

戸籍システム運用経費　46,341千円  H19.3月より稼動

地域振興基金積立金 1,000,000
函館市民の連帯の強化および地域振興に資する事業を行うため設置　　H20末基金残高40億円

Ｈ20基金運用収入    20,074千円　　充当事業:地域間子ども交流事業，水産・海洋体験学習プログラムなど

函館市農業委員会委員選挙費 1,950
H20.7.21 任期満了

渡島海区漁業調整委員選挙費 9,942
H20.8.7 任期満了
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